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Abstract: In order to provide effective career education support for university athletes, it is necessary to 
accumulate fundamental knowledge about their acquisition of life skills. Therefore, the purpose of this study was 
to examine the influence of life skills on career maturity as a judo player in university student judo players. 

In June 2016, a survey of 510 university judo players (male: 408, female: 102, mean age: 19.70 ± 1.28years, 
mean period of experience: 12.37 ± 5.70years) was conducted using the Appraisal Scale of Required Life Skills for 
College Student Athletes (Shimamoto et al., 2013). This scale evaluates the life skills required by athletes using 10 
dimensions (stress management, setting goals, thinking carefully, appreciating others, communicating, maintaining 
etiquette and manners, always making one’s best effort, taking responsibility for one’s own behavior, being 
humble, and maintaining physical health and well-being). In addition, the Life Career Maturity Scale (Sakayanagi, 
1999) was used to evaluate the students’ life career interest, autonomy, and planning ability. An analysis focusing 
on the students’ sex and the presence or absence of experienced registration of certified athletes in the All Japan 
Judo Federation was also conducted. 

First, factor analysis was conducted to classify the life skills into 4 aspects “self-control skills”, “goal 
achievement skills”, “communication skills”, and “problem solving skills” and it was shown that reliability and 
validity were generally satisfactory. 

Next, the influence of life skills on the 4 aspects on carrier maturity was examined by structural equation 
modeling. This showed that goal achievement skills had a significant positive influence on both male and female 
career maturity. Similarly, self-control skills and goal achievement skills had a significant positive influence on 
career maturity in common with the presence or absence of having been registered as a certified athlete in the All 
Japan Judo Federation. Based on the above results, it was suggested that acquisition of self-control skills and goal 
achievement skills is necessary to raise the level of career maturity in university student judo players. 

Therefore, it is considered important to offer educational support for university students judo players using 
acquisition of both these skills.
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Ⅰ　問題と目的

所属する大学において高度なレベルで競技を行

う「大学生アスリート」（以下「学生アスリート」

と略す）は，試合での勝利や自己の記録を達成す

るために，チームメイトや指導者との適切なコミ

ュニケーションを図りながら，日々の厳しい練習

やトレーニングに取り組んでおり，そのような稀

有な経験を通じて得られた技術や知識を社会に還

元することが求められるといえる．しかしながら，

一部のアスリートは，社会生活におけるさまざま
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な選択肢の中で競技を最優先し，そのことへの高

い自己投入によって，ときには家族やチームメイ

トによるサポート等を無視し犠牲にしていること

が危惧されている（豊田・中込，1996）．そして，

このようなことが競技引退後の社会生活に対する

深刻な不適応につながることが少なくない（豊田・

中込，2000）と言われ，事実，一部のアスリート

や元選手による暴力行為や賭博等の問題行動が顕

在化注）している（日本経済新聞，online2）．2020

年東京オリンピック・パラリンピック開催機運が

高まる中，これらの問題は，スポーツの価値を低

下させるとともに，アスリートがその経験を通じ

て学んだ技術や知識を社会に還元することの妨げ

になることが懸念される．

ここで特に学生アスリートに着目すると，これ

までに大学生活への適応や卒業後の進路選択を含

めた競技引退後のキャリアに関わる問題が複数の

研究によって指摘されている．大江（2003）はス

ポーツ推薦等の推薦入試制度を利用して大学に入

学した一部の学生に学業不振がみられることを指

摘している．また，友添（2006）は，大学と企業

が連携しながら支えてきた日本型トップアスリー

ト養成システムの崩壊による就職先の減少を問題

視していることから，スポーツ推薦制度等を利用

して大量に大学に入学した学生アスリートの卒業

後における就職先の確保は厳しくなることが予

想される．さらに，清水・島本（2011）は高度な

レベルで競技に取り組む大学生トップアスリート

が，日々のトレーニングや試合，遠征等による時

間の制約等で学業や就職活動に支障をきたし，競

技引退後のキャリアをスムーズに獲得することが

困難になることを指摘しており，社会生活への不

適応を起こす可能性があると考えられる．これら

のことから，大学側は学生アスリートの競技生活

を含めた学生生活を充実させることに加え，競技

引退後の就職等のライフイベントへの対処，そし

て，その後の長期にわたる人生をより充実させる

ための教育支援を大学在学中に実施していく必要

があるといえる．

このような中，日本スポーツ振興センター

（Japan Sport Council：以下「JSC」と略す，2014）

は，文部科学省が 2012年に策定した「スポーツ

振興計画」に基づき，アスリートライフに必要な

環境を確保しながら，現役引退後のキャリアに必

要な教育や職業訓練によって将来に備える「デュ

アルキャリア」に関する意識啓発を行うなどして

いる．ここでいう「キャリア」とは，日常的に使

用されるような職業に関連する道のりを意味する

だけではなく，個人の人生や生涯という広範な意

味を持っていると解釈される（JSC, 2014）．そし

て，デュアルキャリアは「長い人生の一部である

競技生活の始まりから終わりまでを，学業や仕事，

その他人生のそれぞれの段階で占める重要な出来

事やそれに伴う欲求とうまく組み合わせていくこ

とである」（European commission, 2012）と定義さ

れており，アスリートにとっては個人の人生とい

うキャリアの中に，「アスリートとしてのキャリ

ア」が含まれ，キャリアの二重性がある状態と考

えられている．そのデュアルキャリアの取り組み

によって得られる有益性として，人格形成や自己

開発，自己実現の促進などが挙げられている（JSC, 

2014）．また，このデュアルキャリア施策推進に

向けた教育支援のあり方については，諸外国の事

例等を踏まえ，わが国の学生アスリートに関して

学業期と重なることによる教育へのアクセスの制

限や社会性の欠如等の課題を参考に検討されてい

る．そして，競技引退後のキャリアを見据えて現

役中からアスリートの教育支援を充実させようと

する試みがなされている．そのような取り組みの

中で，近年では「日常生活で生じるさまざまな問

題や要求に対して建設的かつ効果的に対処するた

めに必要な能力」（WHO, 1997）や，「人々が現在

の生活を自ら統制し，将来のライフイベント（人

生における重大な出来事）をうまく乗り切るため

に必要な能力」（Danish et al., 1992）等と定義され

るライフスキル（以下「LS：Life Skills」と略す）

という心理社会的能力を示す概念を変数とした研

究・実践が行われている．

この LSは，Danish et al.（1995）によって提唱

された，Life Development Interventionsモデルと

呼ばれるアスリートの生涯発達を促すモデルの中

心的な概念として位置づけられている．その構成
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要素は，ある目標を設定し，達成するために計画

を立てる「目標設定スキル」や，ストレス源を知

り，ストレスのレベルをコントロールする「スト

レスマネジメントスキル」等が中核をなすスキル

として挙げられ，これまでも児童・生徒の飲酒や

喫煙，薬物乱用等の問題行動を防止するための健

康教育の中で LSの獲得を重視した教育が実施さ

れてきた（WHO, 1997）．わが国においても，LS

は 21世紀における教育の基本目標でその育成が

強調されている「生きる力」に極めて類似した概

念であるとされ，児童・生徒を対象とした道徳教

育等で実施されている（川畑，1997）．また，体

育・スポーツ心理学領域では，この LSを変数と

した研究・実践が活発に展開されている．例えば，

大学体育実技や運動部活動などのスポーツ経験が

LS獲得に正の影響を及ぼすことが報告されてい

る（島本・石井，2007；島本・石井，2010）．ま

た，LS獲得を目的として，運動・スポーツ活動

を通じた LS教育プログラム（以下「LSP」と略

す）の開発・実践が各種目において行われるなど

（例えば，ラグビー：東海林・堀越，2011；サッ

カー：上野，2005），研究成果が蓄積されつつあ

る．さらには，試合での勝利や自己の記録達成に

向けて日々厳しいトレーニングに取り組むアスリ

ートを対象とした幅広い教育支援を実現するため

に，アスリートのための LSP研究会の発足やス

タート教材が開発されている．例えば，島本ほか

（2013）はアスリートに求められる LSを，「目標

設定」や「コミュニケーション」，「ストレスマネ

ジメント」，「体調管理」，「最善の努力」，「礼儀・

マナー」，「責任ある行動」，「考える力」，「謙虚な

心」，「感謝する心」の 10側面から構成されるこ

とを明らかにし，それらを評価する尺度を開発し

た．また，その評価尺度を用いて，個人種目を実

施するアスリートの LSと競技成績との関連を検

討し，両変数間に正の関連がみられることを明ら

かにするなど（柔道：山本ほか，in press；ゴル

フ：島本・米川，2014；レスリング：清水・島本，

2012），効果的な教育支援の実現に向けた基礎研

究が展開されている．これらの研究成果は，競技

場面の行動だけでなく，それ以外の生活場面にお

ける行動が競技成績や競技能力を左右するという

従来の知見（長谷部，2011）を支持するものであ

り，アスリートが競技生活を通じて LSを獲得す

ることは，アスリートとしての競技生活を充実さ

せるために意義があると考えられる．

前述のように，LS獲得は学生アスリートの問

題行動の防止や上位の競技成績達成に加え，キャ

リア獲得に関する課題を解決するために必要であ

ると考えられており，近年の研究において，清水・

島本（2011）や Shimizu et al.（2015）は，LSの

各側面が競技引退後のキャリア獲得を促進するこ

とを示唆している．また，福井ほか（2016）は，

教育系大学における学生アスリートのライフイベ

ントである教員採用試験に焦点を当て，その試験

結果と LSとの関連性を島本ほか（2013）の尺度

を用いて検討した結果，「考える力」や「体調管理」，

「責任ある行動」において 2次試験合格群の方が

1次不合格群よりも有意に高い値を示したことを

報告している．これらの結果は，LSが学生アス

リートの大学在学中および卒業後のキャリア獲得

に正に影響している可能性を示唆している．また，

先述のDanish et al.（1992）のLSの定義に鑑みると，

学生アスリートの場合，競技引退後（大学卒業後）

のキャリア獲得は直近のライフイベントであり，

それに効果的に対処していくためにも大学在学中

に LSを獲得しておくことが必要であると考えら

れる．さらに，福井ほか（2017）は LSとキャリ

ア獲得の両変数間に，自己のこれからの人生や生

き方ついて成熟した考え方を示す「キャリア成熟」

が媒介変数として存在し，LSはキャリア成熟に

も正に影響するという仮説モデルを立てている．

そのキャリア成熟自体は「知見の広い，年齢にふ

さわしいキャリア決定をするための個人のレディ

ネス」（King, 1989）等と定義されている．また，

先述のように，キャリアが「人生・生涯」を含む

より包括的な概念になっていることを踏まえ，坂

柳（1999）は，主に人生や生き方に対する考え方

を評価することができる「人生キャリア成熟尺度」

を開発した．開発された尺度は，自己のキャリア

に対して積極的な関心を持っているかどうかに関

する「キャリア関心性」（以下「関心性」と略す），
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自己のキャリアに対して主体的であるかどうかに

関する「キャリア自律性」（以下「自律性」と略

す），自己のキャリアに対して将来展望を持ち計

画的であるかどうかに関する「キャリア計画性」

（以下「計画性」と略す）から構成されている．

福井ほか（2017）は，島本ほか（2013）ならびに

坂柳（1999）の尺度を用いて，学生アスリートを

対象に上述した LSとキャリア獲得の間にキャリ

ア成熟が媒介するという仮説モデルを検証した．

その結果，大学生男女において LSの「考える力」

や「ストレスマネジメント」等の 6側面が人生キ

ャリア成熟尺度の「自律性」を媒介してライフイ

ベントへの対処に正の影響を及ぼしたことを明ら

かにしている．また，LSとキャリア成熟の関係

性については，さまざまな種目の選手を対象に検

討されている．例えば，山本ほか（2016）は大学

生柔道選手を対象として LSの「体調管理」や「考

える力」，「感謝する心」が人生キャリア成熟の各

側面に正の影響を与えたことを報告した．これら

の研究は，学生アスリートの LS獲得がキャリア

成熟へ正に影響することを示唆するものであり，

LSの獲得レベルを高めることによって，今後の

人生や生き方に対する考え方を充実させ，キャリ

ア獲得を促進する可能性があると考えられる．ま

た，坂柳（1990）はキャリアの発達を「進路選択

と進路適応を含む生涯にわたる連続的過程であ

る」と指摘していることから，学生アスリートの

ライフイベントである職業選択や，その後の職業

生活を包括的に捉えた長期にわたる人生に対する

考え方について検討する必要があるといえる．一

連の Danish et al.（1992, 1995）の研究に鑑みれば，

LSはさまざまなライフイベントに上手く対処し

ていきながら，自らが望む人生を実現していくた

めに必要なスキルであると推察される．そのため，

今後も学生アスリートのキャリア獲得，そして競

技引退後の長期にわたる人生を充実させるために

研究成果の蓄積が求められているといえよう．ま

た，アスリートのキャリア獲得・形成過程は，競

技・種別や競技レベル，年齢，性別等によって多

様であり，個々のアスリートによって異なること

が指摘されている（JSC, 2014）．そのため，学生

アスリートの競技生活を充実させる LSの獲得状

況や LSとキャリア獲得を媒介するキャリア成熟

のレベル，そして両変数間の関係性については，

性別や競技レベルの高低といった個人の属性に基

づいた検討を行い把握することが，教育支援を効

果的に展開するために必要であると考えられる．

しかし，個人の属性に基づいて両変数間の関係性

を検討した先行研究は未だ少なく，さまざまな競

技種目を実施している学生アスリートに対する教

育支援を今後充実させていくためには，多様な種

目に焦点を当て研究成果を蓄積することが求めら

れよう．

そこで本研究では，学生アスリートを対象に性

別や競技レベルという個人の属性から，LS獲得

とキャリア成熟について検討することにより，効

果的な教育支援のための基礎的知見を抽出するこ

とを目的とする．具体的には，まず学生アスリー

トの性別や競技レベルの違いによって，LSおよ

び人生キャリア成熟のレベルに違いがみられるか

どうかについて検討する．次に，LSが人生キャ

リア成熟に及ぼす影響を，福井ほか（2017）の因

果モデル（図 1）をもとに検討する．なお，近年

において，「キャリア」は個人の「人生・生涯」

を指す包括的な概念や用語として用いられている

（JSC, 2014）．また，デュアルキャリア施策にお

いても，アスリートに関しては，キャリアの二重

性（個人の長い生涯としてのキャリアと，アスリ

ートとしてのキャリア）が指摘されている．そこ

で本研究の LSについては，包括的な人生として

のキャリアの中の，アスリートとしてのキャリア

を充実させるものとして捉え論じることにする．

また，清水ほか（2010）は，効果的な教育支援

のためには学生アスリートが控える就職や進学と

いうライフイベントへ向けた具体的な解決策を検

討しなければならないとし，特定の競技種目を対

象にすることを推奨している．そこで，本研究で

はリオデジャネイロオリンピックにおいて男女 3

階級で金メダルを獲得し，2020年の東京オリン

ピックにおいてもメダルの獲得がこれまで以上に

期待される「柔道」に着目する．また，リオデジ

ャネイロ大会では 14名の日本代表選手の内，大
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学を卒業し実業団等で活動する選手が 9名，現役

大学生が 2名選出されており，大学運動部での強

化が国際的な競技力向上に大きな役割を果たして

いると考えられる．その一方で，大学生柔道選手

の一部において暴力問題等の問題行動がマスコミ

に取り上げられている（粟野，2016）．このよう

な反社会的行動を防止していくために，大学在学

中における教育支援が必要であると考えられるこ

とから，大学でスポーツ活動を実施する選手を競

技と教育の両側面から支援していくため，大学生

柔道選手を調査対象者とする．

Ⅱ　研究方法

1．	調査対象者および調査時期
調査対象者は，関東や関西地区に所在する 9大

学に所属している柔道選手 570名を対象とし，そ

の内，調査に不備なく回答した 510名（男子：

408名，女子：102名，全日本柔道強化指定選手

経験有（以下「強化経験有群」と略す）：80名，

同じく経験無（以下「強化経験無群」と略す）：

430名，平均年齢：19.70± 1.28歳，競技経験平均

年数：12.37± 5.70年）を分析の対象とした（有

効回答率 89.5%）．この調査対象者は，全日本学

生柔道優勝大会および全日本学生柔道体重別選手

権大会（以下「インカレ」と略す）での優勝や入

賞を目標として競技に取り組んでいることを，当

該対象者の所属する各大学の監督およびコーチに

確認している．また，調査対象の 9大学の内，7

大学に強化経験有群が在籍している（A大学：8名，

B大学：9名，C大学：29名，D大学：11名，E

大学：8名，F大学：7名，G大学：8名）．さら

に，調査対象の 9大学の内，8大学において男子

選手と女子選手の指導を異なる指導者がそれぞれ

行っていた．調査時期は，2016年の 5月中旬か

ら 6月中旬であった．

2．調査内容
2.1	 フェイスシート
フェイスシートでは，年齢や性別，競技経験年

数，強化選手登録経験の有無について回答を求め

た．

2.2	 大学生アスリート用ライフスキル評価尺度
島本ほか（2013）が，日本一を達成する等の優

秀な競技成績を残した指導者の実践的な経験をも

とに開発した尺度である．アスリートに求められ

る LSを，「目標設定（項目例：目標は考えるだ

けでなく，紙に書き込むようにしている）」，「コ

ミュニケーション（項目例：チームのメンバーの

前では，本当の自分を表現することができてい

る）」，「ストレスマネジメント（項目例：悩み事

を 1人で解決できない時には，誰かに相談するよ

うにしている）」，「体調管理（項目例：食事は自

図 1　福井ほか（2017）の研究モデルをもとにした本研究の分析モデル
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分に必要な栄養素を考えながら摂取している）」，

「最善の努力（項目例：なかなか周囲に認められ

なくても，辛抱強く努力するようにしている）」，

「礼儀・マナー（項目例：試合中に悪質なヤジを

飛ばすようなことはしない）」，「責任ある行動（項

目例：同じような失敗は 2度繰り返さないように

している）」，「考える力（項目例：あれこれと指

示を受けなくても，次にどうすればよいか考える

ことができる）」，「謙虚な心（項目例：たとえほ

められたとしても，いつまでもその事で浮かれる

ことはない）」，「感謝する心（項目例：お礼の言

葉は，はっきりと声に出して伝えている）」の 10

側面（各側面 4項目，計 40項目）から評価する

ことができる（表 1）．項目の評定は，「4：とて

も当てはまる」，「3：まあまあ当てはまる」，「2：

あまり当てはまらない」，「1：全然当てはまらな

い」の 4段階の自己評定で行い，分析の際には選

択肢の数値をそのまま得点化し，評定値が高いほ

どスキルの獲得レベルが高いと解釈される．教示

文は「競技場面を含めた日々の生活全体における

様子についてお聞きします．以下の各々の項目に

ついて，現在の自分に最も当てはまる選択肢の数

字 1つに丸印を付けて下さい」とし，調査対象者

の競技場面を主に想定した日常生活全般における

現時点での様子について回答を求めた．また，逆

転項目の評定値は当該下位尺度得点算出の際に反

転処理された．

なお，「責任ある行動」については，その項目

内容から「同じような失敗を 2度繰り返さないよ

うにしている」や「失敗をした時には，すぐにそ

の分を取り返そうと努力する」など，自らが失敗

をした際に起こす行動や態度と捉えることができ

ることから，以後の分析では「個人の失敗事態に

対する挽回行動」（以下「挽回行動」と略す）と

読み替えて解釈することにした．

2.3	 人生キャリア成熟尺度
坂柳（1999）が先述のキャリア成熟の定義を踏

まえ，キャリアを人生や生涯という視点から捉え

開発した尺度である．本尺度は，人生や生き方に

対する考え方と捉えた人生キャリア成熟のレベル

を，自らの人生キャリアに対して積極的な関心を

持っているかどうかを示す「関心性（項目例：こ

れからの人生を，より充実したものにしたいと強

く思う）」，自らの人生キャリアへの取り組み方が

自律的であるかどうかを示す「自律性（項目例：

自分から進んで，どんな人生を送っていくのか決

めている）」，自らの人生キャリアに対して将来展

望を持ち計画的であるかどうかを示す「計画性（項

目例：これからの人生や生き方について，自分な

りの見通しをもっている）」の 3側面から評価す

ることができる（各側面 9項目，計 27項目）．項

目の評定は，「5：とても当てはまる」，「4：まあ

まあ当てはまる」，「3：どちらともいえない」「2：

あまり当てはまらない」，「1：全然当てはまらない」

の 5段階の自己評定で行い，分析の際には選択肢

の数値をそのまま得点化し，評定値が高いほどキ

ャリア成熟のレベルが高いと解釈される．教示文

は「あなたの将来に関する展望についてお聞きし

ます．以下の各々の項目について，現在の自分に

最も当てはまる選択肢の数字 1つに丸印を付けて

下さい」とし，現時点における人生や生き方に対

する考え方について回答を求めた．なお，逆転項

目の評定値は当該下位尺度得点算出の際に反転処

理された．

3．	手続き
調査は，各大学柔道部の部長・監督やコーチに

対して，調査の主旨および調査対象者への倫理的

配慮について本研究者が直接説明し，調査実施の

許可を得た上で郵送法により実施された．倫理的

配慮の具体的内容については，「調査は無記名式

であること」や「調査への協力は強制ではなく任

意であること」，そして「回答の内容により，当

該部内の競技者としての評価に影響が及ぶことは

ない」というものであった．また，調査票冒頭に

は，「調査結果はすべて統計的に処理され，個人

を特定するものではない」ことや「調査への協力

は任意である」ことなどの教示文の内容を調査対

象者に直接示すことに加え，調査実施者から口頭

で教示文の内容を伝えてもらった．調査の実施や

回収および返送作業は各チームの監督およびコー
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チによって行われた．

4.	 統計処理
JSC（2014）の指摘に基づけば，アスリートと

してのキャリア獲得・形成過程は，柔道選手に関

しても性別や競技レベルによって異なることが予

想される．特に，本研究において問題としている

全日本強化合宿への参加の有無は，競技レベルの

違いを表す指標としては明確であり，この有無の

違いが LS獲得の状況に影響を及ぼすことは十分

に考えられることである．また，調査対象者の所

属する 9大学の内の 8大学は，男女で指導者が異

なるという指導の実態を踏まえると，性別ごとの

分析結果を検討し，基礎的知見を見出す意義はあ

ると考えられる．そこで，柔道選手のキャリア獲

得・形成過程に関する基礎的知見の収集を目的と

し，性別と強化経験の有無を視点とする検討を実

施する．

分析ではまず，大学生柔道選手における LSの

獲得状況やキャリア成熟のレベルの性差や強化

経験の有無による差を検討するために対応の無

い t検定を実施した．次に，大学生柔道選手を対

象とした場合，LSの 10側面はどのように分類さ

れるかを検討するために，LS10側面の各下位尺

度得点をもとに，探索的因子分析（主因子法・プ

ロマックス回転）を実施し，因子負荷量が .40以

上であることや固有値の減衰状況，解釈可能性を

基準に高次の側面の分類を試みた．この一連の因

子分析を実施する理由は，分析結果の解釈を容易

にすることと分析の際に発生する可能性がある多

重共線性を解消するためである．その後，分類さ

れた側面の信頼性と妥当性については，内的一貫

性や確認的因子分析によるモデルの適合度をもと

に確認した．さらに，因子分析により見出された

高次の LS獲得レベルを，大学生柔道選手におけ

る属性（性別・強化経験）の違いで検討するため

に，対応の無い t検定を実施した．最後に，図 1

の因果モデルをもとに，高次の LSを独立変数，

人生キャリア成熟尺度の各下位尺度を従属変数と

し，大学生柔道選手における「性別（男・女）」

や「強化経験（有・無）」という個人の属性それ

ぞれ 2つの母集団を想定した構造方程式モデリン

グ（Structural Equation Modeling：以下「SEM」と

略す）による多母集団同時分析を実施した．また，

因子モデルや因果モデルにおける適合度の評価に

は GFI（Goodness of Fit Index），AGFI（Adjusted 

GFI），CFI（Comparative Fit Index），RMSEA（Root 

Mean Square Error of Approximation）を用いた．

GFI，AGFI，CFIはそれぞれ 0から 1までの値を

とり，1に近づくほど適合が良いとされる．GFI

と CFIは .90以上がモデルを採択する基準とさ

れ，AGFIが GFIに比べて著しく低下する場合は

良いモデルといえない（山本・小野寺，1999）．

RMSEAについては .08以下がモデルを採択する

基準とされ，0に近づくほど良いモデルと判断

される（豊田，1992）．なお，本研究におけるす

べての分析は，IBM SPSS Statistics 23.0と Amos 

24.0を使用し，有意水準は 5%とした．

Ⅲ　結　果

1.	 個人属性におけるライフスキルの比較
まず，大学生柔道選手における LSの各下位尺

度の平均値の差を性別で検討した結果，目標設

定（t(508)＝ 3.15，p＜ .01）と感謝する心（t(508)

＝ 2.25，p＜ .05）に有意差が認められ，女子の

得点が男子よりも高かった．それ以外の各下位尺

度においては有意な差が認められなかった．同様

に，強化経験の有無から検討した結果，目標設定

（t(508)＝ 2.45，p＜ .05）と挽回行動（t(508)＝

2.51，p ＜ .05），考える力（t(508)＝ 3.86，p ＜

.001）において有意な差が認められ，いずれも強

化経験有群の得点が強化経験無群よりも高かった

（表 1）．

2.	 個人属性におけるキャリア成熟レベルの比較
大学生柔道選手のキャリア成熟のレベルについ

て，人生キャリア成熟尺度の各下位尺度の性差を

検討した結果，いずれの下位尺度においても有意

な差が認められなかった．また，強化経験の有無

においては，計画性（t(508)＝ 2.49，p＜ .05）に

有意な差が認められ，強化経験有群の得点が高か
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った（表 1）．

3.	 ライフスキルの高次分類
因子分析により大学生柔道選手における高次の

LSを検討した結果，主に自らの感情や言動をコ

ントロールし，競技者として適切に振る舞うため

に必要な「一般的な社会規範スキル（礼儀・マナー，

謙虚な心，感謝する心）」（以下「社会規範スキル」

と略す），主に設定した目標を達成しようと自ら

の体調に気を配ることに加え，粘り強く練習に取

り組み続けるために必要な「目標達成スキル（目

標設定，最善の努力，体調管理）」，主にチームメ

イト等の周囲との円滑な人間関係を構築し，そこ

での相互作用を通じて自らの悩みも解決していく

ために必要な「コミュニケーションスキル（コミ

ュニケーション，ストレスマネジメント）」，主に

発生した課題や問題に対して，その対応策や解決

方法を自ら導き出すために必要な「問題解決スキ

ル（挽回行動，考える力）」の 4側面に分類され

た．これら高次の LSの妥当性を図 2に示す高次

の因子モデルをもとに SEMにより検証した結果，

LSと高次の LS4側面とのパス係数，また高次の

4側面と各々の側面とのパス係数の値は，それぞ

れ .40以上であった．また，各適合度指標にお

いて，RMSEAは .13とモデルの採択基準を若干

上回る値であったが，他の GFIは .96，AGFIは

.94，CFIは .97と基準を十分に満たす値であった．

これらの結果をもとに，モデルの良さを総体的に

判断すると，高次の因子分析モデルは概ねデータ

に適合していると考えられた．

一方，信頼性については，内的一貫性の指標で

ある α係数をもとに検証を行った．その結果，社

会規範スキルは .76，目標達成スキルは .69，コミ

ュニケーションスキルは .74，そして問題解決ス

キルは .82という値がそれぞれ示され，内的一貫

性が概ね確保されていると考えられた．

以上の結果，大学生柔道選手の LSにおける高

次の因子分析モデルには，一定の信頼性と妥当性

が確保されていることが示されたことから，以後

の LSが人生キャリア成熟に及ぼす影響の検討に

おいて，これら高次の 4側面を分析の対象として

用いることとした．

表 1　大学生柔道選手の性別および強化経験の有無におけるライフスキルとキャリア成熟度の比較（n=510）

男子（n=408） 女子（n=102） t値
（508）

d
経験有
（n=80）

経験無
（n=430） t値

（508）
d

　 M SD M SD M SD M SD

目標設定 10.11 2.62 11.13 2.88 3.15** .38 11.00 2.67 10.22 2.57 2.45* .30

コミュニケーション 12.06 2.36 11.93 2.21 .47 .06 11.96 2.68 11.93 2.20 .10 .01

ストレスマネジメント 11.98 2.76 11.65 3.16 .95 .12 11.85 2.73 11.84 2.75 .03 .00

体調管理 11.04 2.28 10.99 2.39 .17 .02 11.30 2.23 10.89 2.18 1.53 .19

最善の努力 11.78 2.41 11.75 2.27 .10 .01 12.15 2.36 11.82 2.37 1.13 .14

礼儀・マナー 12.75 3.69 13.45 2.06 1.77 .20 12.46 2.34 12.73 2.45 .90 .11

挽回行動 12.17 2.18 12.22 1.84 .23 .02 12.69 1.87 12.06 2.08 2.51* .31

考える力 11.55 1.99 11.40 1.97 .63 .08 12.50 1.88 11.55 2.06 3.86*** .47

謙虚な心 11.99 2.06 12.08 1.66 .37 .05 12.36 2.08 12.01 1.99 1.45 .17

感謝する心 13.50 2.24 14.07 1.79 2.25* .47 13.45 2.01 13.40 2.16 .17 .02

キャリア関心性 33.04 5.13 33.11 5.30 .12 .01 33.25 4.95 33.01 5.20 .38 .05

キャリア自律性 34.57 5.37 34.88 5.42 .52 .06 34.65 5.41 34.63 5.38 .03 .00

キャリア計画性 32.46 5.37 32.78 6.22 .52 .06 33.93 5.87 32.27 5.45 2.49* .30
†　挽回行動は「個人の失敗事態に対する挽回行動」を示す
††　*p＜ .05 **p＜ .01 ***p＜ .001
†††　ｔ値の (　)内は自由度を示す
††††　効果量 dの基準：d＝ .20（効果量小），d＝ .50（効果量中），d＝ .80（効果量大）
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4.	 高次ライフスキルの個人属性における比較
因子分析により見出された高次の LSにおける

各下位尺度得点の性差を検討した結果，いずれの

側面においても有意な差は認められなかった．一

方で，強化経験の有無による比較では，目標達成

スキル（t(508)＝ 2.10，p＜ .05，d＝ .26）と問

題解決スキル（t(508)＝ 3.25，p＜ .01，d＝ .40）

に有意差が認められ，いずれも強化経験有群の得

点が高かった（表 2）．

5.	 高次ライフスキルが人生キャリア成熟に及ぼ
す影響①―性別による比較―
性別の分析モデルの各適合度指標は，GFIは

.99，AGFI は .94，CFI は .99，RMSEA は .04 で

十分に基準を満たしており（図 3），モデルのデ

ータに対する適合度の高さが認められた．また，

影響の説明力を示す決定係数（R2）について，関

心性においては男子が .26，女子が .24，自律性に

おいては男子が .34，女子が .26，計画性において

は男子が .34，女子が .18であることが示された．

モデル内のパスをみると，目標達成スキルは男

女共通に人生キャリア成熟の全ての側面に対して

有意な正の影響を示していた．しかし，パス係数

の値に着目すると女子の値の方が高かった．ま

た，社会規範スキルにおいても，男女共通に自律

性への有意な正の影響がみられた．次に性別の違

いをみると，男子においては問題解決スキルが人

生キャリア成熟の全ての側面に有意な正の影響を

与えていたのに対し，女子においてはみられなか

った．また，社会規範スキルは，男子において関

心性に対する有意な正のパスがみられたが，女子

にはみられなかった．

6.	 高次ライフスキルが人生キャリア成熟に及ぼ
す影響②―強化経験の有無による比較―

強化経験の有無による分析モデルの各適合度

指 標 は，GFI は .99，AGFI は .94，CFI は .99，

RMSEAは .05で基準を満たす値であることから，

モデルのデータに対する適合度の高さが認められ

た（図 4）．また R2は，関心性，自律性，計画性

図 2　構造方程式モデリングによる高次の因子分析モデルの確認的因子分析，適合度の検証結果（n=510）
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のそれぞれにおいて経験有群が .26，.34，.34，経

験無群が .24，.26，.18であった．

次に，強化経験の有無に関わらず，社会規範ス

キルから自律性と計画性に対して，また目標達成

スキルから関心性に対して，それぞれ有意な正の

影響が認められた．次に，強化経験の有無によ

る違いをみると，強化合宿を経験した選手では

上記の社会規範スキルならびに目標達成スキル

からの自律性，計画性，関心性への影響以外は

みられなかった．一方，強化経験無群において

表 2　大学生柔道選手の性別および強化経験の有無におけるライフスキルとキャリア成熟度の比較（n=510）

男子（n=408） 女子（n=102） t値 
（508）

d
経験有（n=80） 経験無（n=430） t値 

（508）
d

　 M SD M SD M SD M SD

社会規範スキル 37.94 5.51 38.95 4.90 1.69 .19 38.15 5.27 38.14 5.44 .01 .00

目標達成スキル 33.11 5.65 33.36 5.56 .41 .04 34.38 6.18 32.93 5.50 2.10* .26

コミュニケーションスキル 23.79 4.44 23.64 4.69 .32 .03 23.72 5.07 23.77 4.38 .10 .01

問題解決スキル 23.87 3.94 23.71 3.10 .40 .04 25.10 3.33 23.61 3.82 3.25** .40
†　　社会規範スキルは「一般的な社会規範スキル」を示す
††　　*p＜ .05 **p＜ .01
†††　ｔ値の (　)内は自由度を示す
††††　効果量 dの基準：d＝ .20（効果量小），d＝ .50（効果量中），d＝ .80（効果量大）

社会規範スキル 

目標達成スキル 

コミュニケーションスキル 

問題解決スキル 

キャリア関心性 

キャリア自律性 

キャリア計画性 

e1 

e2 

e3 

モデルの適合度 GFI=.99 AGFI=.94 CFI=.99 RMSEA=.04 
 
† e1，e2，e3は誤差変数，R2は決定係数 
†† 独立変数間の相関関係と誤差共分散は省略 
††† パス係数はいずれも有意（p＜.05）である 

R2=.26 

R2=.34 

R2=.34 

図3 SEMによる多母集団同時分析の結果（性別） 

【男子（ ）】

社会規範スキル 

目標達成スキル 

コミュニケーションスキル 

問題解決スキル 

【女子（ ）】

キャリア関心性 

キャリア自律性 

キャリア計画性 

e1 

e2 

e3 

R2=.24 

R2=.26 

R2=.18 

.18 

.22 
.16 

.14 

.26 

.29 

.40 

.51 

.37 

.31 

.26 

.42 

図 3　SEMによる多母集団同時分析の結果（性別）

は，上記に加え，社会規範スキルから関心性に，

目標達成スキルから自律性と計画性に，そしてコ

ミュニケーションスキルから自律性に対してそれ

ぞれ有意な正の影響がみられた．

Ⅳ　考　察

1.	 個人属性におけるライフスキルの比較
分析の結果，LSの目標設定と感謝する心に

おいて女子の得点が男子よりも有意に高かっ
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目標設定において，女子選手は自らの能力を伸ば

すことを重視し，そのための努力がどの程度結果

に関係するかを評価するために，男子よりも明確

に目標を設定していると考えられる．また，感謝

する心については，女子は自分の行動が周りから

どの程度受け入れられているかという意識が強い

傾向にある（Gentile et al., 2009）とされており，

さらに青年期の女子の自己評価に関わる一般的な

特徴として，対人的・社会的要因がその視点に大

きな位置を占める（柏木，1983）ことが指摘され

ている．したがって，本結果には，このような対

人関係を重視する女子の心理的特徴が反映された

のではないかと考えられる．

一方，強化経験の有無では，LSの目標設定，

挽回行動および考える力の得点が強化経験有群に

おいて無群よりも高かった．まず，目標設定に関

しては次のように考えられる．強化選手として選

抜されるための要件としては，高い競技成績を継

続して残すことが挙げられる．したがって，それ

を可能にするためには計画的で適正な内容の練習

た．目標設定は「選手が目標の達成に向けて，長

期目標や短期目標といった期間等の具体的な目標

を設定し，自らのノートやスケジュール帳に書き

込むなどして強く意識し続ける」ことを，また感

謝する心は「家族や親しい友人等に対して，感謝

の気持ちを常に胸に留め，時には素直に表現して

いる」ことをそれぞれ示している．これらは，勝

利につながる心がまえとしてアスリートを支える

重要な側面である（島本，2009）とされており，

様々な種目に取り組む学生アスリートを対象に行

われた LSの獲得状況を検討した結果（島本ほか，

2013）と同様であった．加えて，目標設定につい

ては，Duda（1989）や Hanrahan and Cerin（2009）

が，女子選手は練習やトレーニングによって知識

の獲得および技術の向上など，自らの能力を伸ば

すことを重視する課題志向性が強いことを報告し

ている．また，課題遂行後における結果の原因を

女子は努力に求め，男子は能力に求める傾向があ

る（Levine and Gillman, 1982）とされている．こ

れらのことから，目標達成への取り組み方を示す

社会規範スキル 

目標達成スキル 

コミュニケーションスキル 

問題解決スキル 

キャリア関心性 

キャリア自律性 

キャリア計画性 

e1 

e2 

e3 

モデルの適合度 GFI=.99 AGFI=.94 CFI=.99 RMSEA=.05 
 
† e1，e2，e3は誤差変数，R2は決定係数 
†† 独立変数間の相関関係と誤差共分散は省略 
††† パス係数はいずれも有意（p＜.05）である 

R2=.26 

R2=.34 

R2=.34 

図4 SEMによる多母集団同時分析の結果（強化経験） 

【強化経験有（ ）】

社会規範スキル 

目標達成スキル 

コミュニケーションスキル 

問題解決スキル 

【強化経験無（ ）】

キャリア関心性 

キャリア自律性 

キャリア計画性 

e1 

e2 

e3 

R2=.24 

R2=.26 

R2=.18 

.47 

.27 

.53 

.32 

.21 

.22 .40 

.39 
.24 

.10 

図 4　SEMによる多母集団同時分析の結果（強化経験）
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の実施や大会に向けた入念なスケジュールの作成

を行わなければならない．本研究における目標設

定とは，自らの目標を達成するために具体的な計

画を立てることや，段階的な目標を設定できる能

力のことを示している．強化経験有群において，

この目標設定の得点が高かったことの背景には，

高い競技成績を維持することの重要性やそのため

のコンディショニングの必要性に対する経験から

醸成された強い認識の存在があると考えられる．

次に，柔道競技は試合時間が短いため，状況判断

を瞬時に行い，ミスを挽回するための行動が求め

られる．したがって，さまざまな試合展開の中

で，迅速な挽回行動は試合の勝敗に少なからず影

響を与えることが示唆される．そのため，競技レ

ベルの高い強化経験有群における挽回行動の得点

が，強化経験無群よりも高かったと推察される．

さらに，考える力は「自らの成功や失敗を分析し

て課題を見出し，その課題に対する解決への練習

方法の工夫等を導き出すことができる」心理特性

を示している．上述のように，強化選手選抜の要

件には高い競技成績を継続して残す必要があり，

試合内容のフィードバックや適正な練習内容の検

討は，次回大会における競技成績を残すための要

因の 1つに挙げられる．また，全日本柔道連盟で

は近年，中学生年代のトップ選手やその指導者を

対象に，自らのパフォーマンスを発揮するための

思考力の養成や主体的なアスリートライフスタイ

ルの習慣化を図ることを目的として，強化合宿等

の場で研修を行うなどのさまざまな事業に取り組

んでいる（岡井ほか，2018）．当該選手にとって，

このような事業への参加は多くの経験を積み重ね

ることができるとともに，パフォーマンスを発揮

するための多様な考え方を養成するための機会の

1つになるといえる．以上のことを踏まえると，

強化合宿等への参加経験のある強化経験有群は競

技場面のパフォーマンスに対して，より適切にフ

ィードバックするなどして課題を見出し，その課

題解決のための練習内容や方法を導き出すと考え

られ，日々のトレーニングに取り組んでいたこと

が推察される．したがって，強化経験有群の考え

る力の得点が同無群よりも高く示されたと考えら

れる．

2.	 個人属性におけるキャリア成熟レベルの比較
人生キャリア成熟尺度における各下位尺度の性

差を検討した結果，有意な差は認められなかっ

た．この理由については，次のように考えられる．

古田（2010）は，インターンシップを経験するこ

とが新入社員のキャリア形成に関わる「キャリア

自信」に正に関連することを報告している．また

城（2005）は，就職活動を経験した大学 4年生と

大学院 1年生を対象とする調査結果としてキャリ

ア成熟レベルの有意な性差を指摘しており，男子

は女子よりもその程度が高かったことを明らかに

している．これらの結果は，キャリア成熟に影響

を及ぼす要因の 1つとして，就職活動やインター

ンシップ等の実社会に関わる経験があげられるこ

とを示唆している．このことを考慮した場合，本

研究では調査対象者が大学生の中でも比較的低学

年であった（平均年齢：男子 19.66± 1.25歳，女

子 19.89± 1.36歳）と考えられ，このため，調査

実施時点での職業決定に関わる実社会とのつなが

りは弱かったと予想される．したがって，性差が

認められなかったことには，以上のような本研究

調査対象者の学齢的な特性が関係していると考え

られる．

一方，強化経験の有無による比較では，計画性

において強化経験有群の方がそうでない群よりも

得点が有意に高かった．強化経験有群の選手は，

LSの比較において目標設定の高いことが示され

ている．このことに鑑みれば，日ごろの競技に関

わる将来を見据えた計画的な取り組みは，自身の

今後の人生や生き方に対する展望にも反映される

のではないかと考えられる．これが，強化経験有

群の計画性の高さに表れたのではないかと推察さ

れる．

3.	 高次ライフスキルの個人属性における比較
性差を検討したところ，各側面において有意な

差が認められなかった．これにより，因子分析に

より見出された LSの高次の側面においては，男

女差がないことが示唆される．また，先述の LS
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の 10側面における性差を検討した結果では，目

標設定と感謝する心において女子の得点が男子よ

りも有意に高く示されたが，その 2側面を包含す

る目標達成スキルと社会規範スキルには有意差が

認められなかった．先述のように，目標達成スキ

ルは設定した目標を達成しようと自らの体調に配

慮し辛抱強く練習に取り組むことを，社会規範ス

キルは自らの感情や言動をコントロールし競技者

として適切に振る舞うことをそれぞれ示してい

る．これらのスキルは男女に関わらず，競技に対

して真摯に取り組む柔道選手にとって必要なスキ

ルであると考えられることから，LSの高次の側

面に有意な性差がみられなかったのではないかと

推察される．一方で，強化経験の有無による比較

では，目標達成スキルと問題解決スキルにおいて

有意差が認められ，いずれも強化経験有群の得点

が高かった．目標達成スキルには，自ら設定した

目標を達成するために日々の練習・トレーニング

を厳しく行い，適切に体調管理を行うことなどが

含まれ，また問題解決スキルには，課題や問題へ

の対応策や解決方法を自ら導き出すことなどが含

まれている．競技成績がより上位の強化経験有群

の得点が高かったことは，両スキルが獲得されて

いること，さらにそれらが適正に発揮されている

ことの表れではないかと考えられる．

4.	 高次ライフスキルが人生キャリア成熟に及ぼ
す影響①―性別による比較―

SEMによる分析の結果，男女共通に目標達成

スキルが人生キャリア成熟の全ての側面に有意な

正の影響を及ぼしていた．このことは，競技に対

する取り組み方も関連して獲得したと考えられる

目標を達成するためのスキルが，柔道選手として

の，また人生を歩む 1人の個人としてのキャリア

の充実と展望に対して，男女同様に肯定的に作用

していることを示す結果として注目できる．また，

男子よりも女子においてパスの値が高く示された

点については，女子は男子と比較して課題志向

性が高い（Duda, 1989；Hanrahan and Cerin, 2009）

ことなどが関係し，このような特性がキャリア成

熟に影響しているためではないかと考えられる．

次に，男女の違いに着目すると，男子にのみ，

問題解決スキルから人生キャリア成熟の全ての側

面に対して有意な正の影響が示された．男子は自

らの能力に基づいて行動しようとする意識や，競

争および社会的承認への意識が強く，他者との比

較による優劣や勝敗等の競技成績を重視する傾向

がある（Egli et al, 2011）．そのため，男子におい

て柔道選手としての，さらに人生を通じてのキャ

リアの充実に，自分の能力を認められたいという

気持ちや人生において成功したいという意識が関

係するのであれば，それをどのように実現させる

かということに関係する問題解決スキルと人生キ

ャリア成熟との間に関連がみられることは十分に

考えられることである．また，男子においてのみ，

自らの気持ちや言動を抑え競技者として適切に振

る舞うことを示す社会規範スキルが，今後の人生

に対する積極的な興味に関わる関係性に有意な正

の影響を及ぼしていた．キャリアにおける自らの

能力の承認と成果の獲得に対して強い意識を持つ

ことが考えられる男子においては，社会規範スキ

ルは，例えば問題解決スキルを有効かつ適正に発

揮する際の社会的基盤づくりのためのスキルとし

て重要な意味を持っているのではないだろうか．

性別を比較した本分析結果には，このような男子

が求めるキャリアの充実に，LSがどのように関

係づけられるのかが示されたのではないかと示唆

される．

以上の結果から，柔道選手のキャリア成熟レベ

ルを高めるための LSとしては，男女共通の視点

に立てば，目標達成スキルに着目しその獲得を促

す教育的支援を行うことが重要と考えられる．一

方，明らかになった男女間の違いに基づけば，そ

の教育的支援には，男女それぞれの特徴を適切に

踏まえた内容や方法が施されている必要があると

いえる．

5．	高次ライフスキルが人生キャリア成熟に及ぼ
す影響②―強化経験の有無による比較―

SEMによる分析の結果，強化経験の有無に共

通して社会規範スキルが自律性および計画性に有

意な正の影響を及ぼすことが示され，強化経験有
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群のパス値は同無群よりも比較的高かった．柔道

は「相手とお互いに組み合って相手の身体を直接

的に攻撃する技を活用して勝敗を争うことから，

自らを律する心や相手を尊重する態度が求められ

る」（本村，2009）とされる．そのため，自らの

言動を適切にコントロールし競技者としての適切

な振る舞いを求められるスキルの獲得は，他者と

の関係を充実させると考えられ，それが柔道選手

としての，一個人としてのキャリアにおける主体

的および計画的な側面に対して競技レベルの高低

に関係なく，正に影響していたことが示唆され

る．また，強化経験有群は全日本強化合宿に参加

し，さまざまなタイプの選手との共同生活によっ

て，自らの競技力向上を図るとともに，競技場面

以外での競技パフォーマンスを発揮するための生

活場面の姿勢や振る舞い方を学ぶことができる．

さらに，その強化合宿の共同生活においては，集

団を常に意識して行動することが求められ，周り

の行動に合わせることなど自らを律することが必

要とされる．このことから，強化経験有群はその

ような経験を通じて自らの言動を適切にコントロ

ールするスキルを獲得すると考えられ，強化経験

無群よりもパス値が比較的高く示されたのではな

いかと推察される．加えて，柔道選手としてのキ

ャリアを切り開く中心的なスキルである目標達成

スキルにおいては，関心性に有意な正の影響を及

ぼしていた．これは，先述した男女における分析

結果と同様に，強化経験の有無に関わらず当該ス

キルの獲得が柔道選手としての，そして人生を通

じてのキャリアに対する興味や関心の充実に正の

影響を及ぼしていると推察される．

次に，強化経験の有無ごとの分析結果について

述べると，強化経験有群は無群に比べ，有意な影

響が示されなかった点については，強化経験有群

の競技へのコミットメントの高さが関係している

可能性がある．すなわち，競技レベルが高いと競

技へのコミットメントの程度も高い（萩原・磯貝，

2014）とされていることからも，強化経験有群は

同無群よりも，競技へのコミットメントの程度が

高いと考えられる．そして，そのコミットメント

の高さは，競技成績に正の影響を及ぼす（島本・

米川，2014；清水・島本，2012）と言われる LSを，

この先のキャリアにおける考え方を成熟させるよ

りも，直近の競技パフォーマンスの発揮に向かわ

せている可能性がある．そのため，強化経験有群

は同無群と比較して，LSの人生キャリア成熟へ

の影響がみられなかったのではないかと推察され

る．反対に，強化経験無群は有群に比べ，大学卒

業を柔道選手としてのキャリアの節目に位置づけ

る選手が比較的多いと予想されるため，柔道選手

ではない自らのキャリアについて考える機会も比

較的多いと推察されることから，LSのキャリア

成熟への影響が多くみられていると考えられる．

現に，ストレスマネジメントやコミュニケーショ

ンを包含する高次の LSであるコミュニケーショ

ンスキルは，自らの悩み等の相談を通じてチーム

メイト等の周囲との円滑な人間関係を構築する行

動特性であり，強化経験無群にのみ自律性に有意

な影響を示している．このことから，強化経験無

群における指導者やチームメイトとの円滑な人間

関係は柔道選手としてのキャリアだけでなく，今

後の人生における自律的な考え方を成熟させてい

ると考えられる．

以上の SEMによる強化経験の有無ごとの分析

の結果，大学生柔道選手は強化経験の有無に関わ

らず，自らの感情や言動をコントロールするなど

の競技者として適切に振る舞うために必要な社会

規範スキルと，目標を達成するための競技に対し

て真摯に取り組むために必要な目標達成スキル

が，柔道選手としての，人生としてのキャリアの

充実に正の影響を及ぼすことが示唆される．その

中で，先述した t検定結果においては，強化経験

有群が同無群よりも目標達成スキルを獲得してい

ることが示された．これは，吉田・徳永（2002）

の「競技において好成績を収めることが LSの獲

得に望ましい影響を及ぼす」という知見を支持し

ていると考えられる．また，選手個人の LSの獲

得と競技成績の向上が関係していることに加え，

今後のキャリアに対する考え方を成熟させること

にも好影響を及ぼしていることが示唆される．本

結果は，大学柔道選手における LS獲得の意義の

大きさを示すものとして注目できる．さらに，コ
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ミュニケーションスキルや問題解決スキルによる

影響が人生キャリア成熟に一部認められたことか

ら，性別や競技レベルの高低などのさまざまな属

性をもつ柔道選手に応じた教育支援の必要性が挙

げられる．したがって，大学生柔道選手には目標

達成スキルを含めた LS全般の獲得を重視した教

育支援が，柔道選手としてのキャリア獲得および

今後の人生に対する考え方を成熟させるためには

重要であると推察される．

また，LSの獲得を促進する教育支援は，大学

側が直接関与することはほとんどなく，現場の指

導者に一任されていることが多い（津田，2007）

ことや，指導者の資質能力の向上が社会的に求め

られていると考えられ，日々の自己研鑽が求めら

れている（文部科学省，2009）．そのため，現場

で主に選手に対する LS獲得に向けた指導を実施

する監督やコーチは，その指導内容や方法を理解

して指導を実施することによって，指導者にとっ

ても LSの重要性を再認識できる契機となり，指

導者自身の LS獲得も促進される可能性がある．

また，このことは同時に，選手への適切な指導力

を向上させる要因の 1つになると推察される．

最後に，これまでの考察を踏まえ，本研究に関

する今後の課題を挙げる．まず，本研究では LS

がキャリア獲得を媒介する人生キャリア成熟に及

ぼす影響について検討したが，今後は福井ほか

（2017）の因果モデルが示すキャリア獲得への影

響までを明らかにし，LS獲得の有効性について

のさらなる検証が必要であると考えられる．次に，

本研究では一時点での横断調査であったことか

ら，大学 4年間にわたる競技生活において，柔道

選手の LSの継時的変化について長期的視野をも

とに詳細に把握し，その変化に応じたタイムリー

な教育支援の方法について検討する必要がある．

LSを活用した教育支援については，先述のよう

に，Shimizu et al.（2017）が 18歳以下の各年代に

おけるレスリング選手を対象として実施している

が，今後も多様な競技を対象として実施する必要

性があると考えられている（清水ほか，2010）．

そのため，本研究において対象とした柔道選手や

その他の様々な競技種目を実施する学生アスリー

トに対して，LSを用いた教育支援について検討

していく必要があると考えられる．以上のことに

よって，学生アスリートに対する教育支援を，競

技と教育の両側面から実施することが重要である

といえよう．

Ⅴ　まとめ

本研究では，大学生柔道選手を対象に LS獲得

とキャリア成熟について，性別や強化経験の有無

から比較・検討し，今後のキャリア教育に関する

基礎的知見を抽出することを試みた．まず，大学

生柔道選手における個人の属性によって，LS獲

得レベルやキャリア成熟レベルの一部に違いがみ

られることが明らかになった．次に，大学生柔道

選手における LSを高次の側面に分類するために

探索的因子分析を実施したところ，社会規範スキ

ルや目標達成スキル，コミュニケーションスキル，

そして問題解決スキルという 4側面が抽出され

た．それら 4側面の獲得レベルを性別および強化

経験の有無で検討した結果，強化経験有群はそう

でない群よりも目標達成スキルと問題解決スキル

を獲得していることが示された．さらに，その 4

側面の LSが人生キャリア成熟に与える影響につ

いて，SEMによる多母集団同時分析を個人属性

ごとに実施した結果，男女に共通して目標達成ス

キルが，強化経験の有無に共通して社会規範スキ

ルや目標達成スキルが，それぞれ人生キャリア成

熟の複数の側面に有意な正の影響を与えていたこ

とが示された．その中で，性別や強化経験の有無

で共通して正の影響が見られた「目標達成スキル」

は，目標設定や最善の努力，そして体調管理で構

成されており，強化経験有群はそうでない群より

も当該スキルを獲得していることが示され，選手

としてのキャリアを切り開く中心的なスキルであ

ると考えられる．特に，目標設定スキルの獲得は

LSPの中核的課題である（村上，2010）ことや多

様な競技種目において競技成績との正の関連が認

められている（島本・米川，2014；清水・島本，

2012）．したがって，今後は指導者が大学生柔道

選手に対して当該スキルを中心とした教育支援を
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実施し，選手の上位競技成績の達成やキャリア成

熟のレベルを高めるために，スキルの獲得を促進

していく必要があるといえよう．
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一部のアスリートや元選手による多数の問題行動が報
道されている（参照日 2017年 9月 13日）．
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